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箱ヶ瀬橋（福井県）
表紙イラスト　永吉 秀司

昭和43年（1968年）に完成したダ
ム建設によってできた人造湖九頭竜
湖に架かる全長266ｍの橋で、瀬戸
大橋の試作橋として当時の橋梁工学
の粋を集めて建造されました。
その優美な姿から「夢のかけはし」
ともよばれ、紅葉の名所として知ら
れています。
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資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の

発
生
状
況

令和
元年度

資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
と
は

　
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
と
は
、
保
険
者
等

に
お
い
て
、
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者
の
受

給
資
格
を
確
認
し
た
結
果
、
該
当
者
が
見
当
た

ら
な
い
な
ど
、
レ
セ
プ
ト
に
記
載
さ
れ
た
資
格

関
係
の
情
報
に
誤
り
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
を
い
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
誤
り
は
、
保
険
者
等
に
お
け
る
点

検
に
よ
っ
て
判
明
し
、
支
払
基
金
を
通
じ
て
保

険
医
療
機
関
等
へ
返
戻
さ
れ
ま
す
。

　
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の
発
生
は
、
関
係

者
に
お
け
る
事
務
処
理
が
煩
雑
と
な
る
ほ
か
、

保
険
医
療
機
関
等
へ
の
支
払
が
遅
延
す
る
な
ど
、

す
べ
て
の
関
係
者
に
と
っ
て
負
担
と
な
り
ま
す
。

年
度
別
の
推
移
に
つ
い
て
（
図
１
）

　
こ
こ
10
年
間
の
保
険
者
等
か
ら
の
申
出
に
よ

る
再
審
査
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の
発
生
状

況
は
、
全
体
を
通
し
て
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
減
少
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
、
支
払
基
金

で
は
平
成
23
年
10
月
か
ら
保
険
者
の
希
望
に
よ

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
請
求
前
の
資
格
確

認
」（
※
）
を
実
施
し
て
お
り
、
支
払
基
金
か
ら
保

険
者
へ
レ
セ
プ
ト
を
請
求
す
る
前
の
原
審
査
段

階
で
、
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
を
保
険
医
療

機
関
等
へ
返
戻
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、
資
格
関
係
誤
り
に
係
る
再
審
査
請
求
が
大

幅
に
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に

比
べ
約
７
万
件
減
少
（
平
成
30
年
度
比
▲
３
・

４
％
）
し
、
約
１
９
２
・
１
万
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※　

保
険
医
療
機
関
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
電
子
レ
セ
プ

ト
に
つ
い
て
、
支
払
基
金
か
ら
保
険
者
へ
請
求
す
る

前
に
、
保
険
者
に
お
い
て
資
格
情
報
を
点
検
し
、
不

備
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
を
当
該
処
理
月
に
お
い
て
保
険

医
療
機
関
等
へ
返
戻
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
仕
組
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
医
療
機
関
等
に
不
備
の
あ
る
レ

セ
プ
ト
が
返
戻
さ
れ
る
ま
で
３
か
月
以
上
か
か
っ
て

い
た
も
の
が
、
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
の
提
出
の
翌

月
に
返
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

理
由
別
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
（
図
２
）

　
発
生
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、「
資
格
喪

特集１

１
令
和
元
年
度 

資
格
関
係

誤
り
レ
セ
プ
ト
の
発
生
状
況

失
後
の
受
診
」
で
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
約

99
・
８
万
件
、令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
約
93
・

８
万
件
と
、
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
は
「
記
号
・
番
号
の
誤
り
」
で
平

成
30
年
度
に
お
い
て
は
約
20
・
８
万
件
、
令
和

元
年
度
に
お
い
て
は
約
19
・
４
万
件
と
、
全
体

の
約
１
割
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
２
項
目
で

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

発
生
防
止
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

　
支
払
基
金
で
は
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
資

格
関
係
誤
り
の
発
生
件
数
が
多
い
全
国
の
保
険

医
療
機
関
等
（
４
７
６
保
険
医
療
機
関
等
）
を

対
象
に
訪
問
懇
談
等
を
実
施
し
、
資
格
関
係
誤

り
の
発
生
防
止
の
た
め
、
窓
口
で
の
被
保
険
者

証
の
確
認
の
励
行
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　　
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の
発
生
防
止
に
向

け
て
、
保
険
医
療
機
関
等
お
よ
び
保
険
者
等
の

皆
さ
ま
へ
次
の
事
項
に
つ
き
ま
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
保
険
医
療
機
関
等
の
皆
さ
ま
へ
）

①　
受
診
時
の
被
保
険
者
証
等
の
確
認

②　
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
医
療
費
助
成

事
業
の
医
療
費
受
給
者
証
と
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
や
住
所
等
の
確
認

③　
患
者
資
格
情
報
の
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

へ
の
確
実
な
入
力
と
確
認

④　
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
作
成
時
の
確
認

⑤　
誤
り
レ
セ
プ
ト
返
戻
時
の
カ
ル
テ
等
の
確

認
・
整
備

（
保
険
者
等
の
皆
さ
ま
へ
）

①　
保
険
医
療
機
関
等
受
診
時
の
被
保
険
者
証

等
提
示
に
係
る
被
保
険
者
等
へ
の
周
知

②　
資
格
喪
失
後
の
被
保
険
者
証
等
の
早
期
回

収
③　
保
険
者
等
の
統
廃
合
等
に
伴
う
旧
被
保
険

者
証
等
の
早
期
回
収
と
新
被
保
険
者
証
等
の

早
期
発
行

④　
医
療
費
助
成
事
業
の
医
療
費
受
給
者
証
の

有
効
期
限
の
確
認
に
係
る
受
給
者
へ
の
周
知

⑤　
①
、
②
、
③
お
よ
び
④
に
つ
い
て
、
保
険

者
等
の
広
報
誌
等
に
よ
る
周
知

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
患
者
の
保
険
資

格
が
そ
の
場
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

資
格
関
係
誤
り
に
よ
る
返
戻
の
削
減
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は

引
き
続
き
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の
発
生
防

止
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の

発
生
防
止
に
向
け
て
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発生件数が最も多い平成22年度と比較すると
減少件数　▲222万件
減少率　　▲54％

図1●資格関係誤りレセプト発生件数状況（年度別・管掌別の推移）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

発生件数 414万件 362万件 269万件 247万件 231万件 221万件 226万件 216万件 199万件 192万件

対前年度増減件数 15万件 ▲52万件 ▲93万件 ▲22万件 ▲16万件 ▲11万件 5万件 ▲10万件 ▲17万件 ▲7万件

対前年度増減率 3.7％ ▲12.6％ ▲25.6％ ▲8.2％ ▲6.4％ ▲4.6％ 2.3％ ▲4.3％ ▲7.9％ ▲3.4％

注１　発生件数率は、資格関係誤りレセプト発生件数を取扱件数で除した割合（％）です。
注２　管掌別に発生件数を算出しているため、発生件数の合計と一致しない場合があります。

図２●資格関係誤りレセプトの理由別発生件数比（平成30年度・令和元年度）

0 50 100 150 200

■資格喪失後の受診
■記号・番号の誤り
■本人・家族の誤り

■患者名・性別・生年月日の誤り
■旧証によるもの
■その他

全
管
掌
分

対前年度増減件数　 ▲6.7万件
対前年度増減率　　 ▲3.4％

（万件）

4.7万件（▲1.9%） 5.4万件（＋29.6%）令和元年度　192.1万件

構成比 48.8% 10.1% 8.2%
2.4% 2.8%

27.6%

93.8万件
（▲6.0％）

53.0万件
（±0％）

19.4
万件

（▲6.7％） 

15.7
万件

  （▲3.0％）

4.8万件 4.2万件平成30年度　198.8万件

構成比 50.2% 10.5% 8.2%
2.4% 2.1%

26.7%

99.8万件 53.0万件20.8
万件

16.2
万件

注１　令和元年度の件数の下段（　）の数字は、前年度に対する増減率です。
注２　資格関係誤りレセプトの理由別に件数、増減率、構成比を算出しているため、合計と一致しない場合があります。

令和元年度　資格関係誤りレセプトの発生状況
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特集2

介護保険制度の概要と
支払基金の業務

　
支
払
基
金
は
平
成
12
年
4
月
か
ら
介
護
保
険

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
関
係
業
務
と

し
て
「
医
療
保
険
者
か
ら
の
介
護
給
付
費
・
地

域
支
援
事
業
支
援
納
付
金
（
以
下
「
納
付
金
」

と
い
う
。）
の
徴
収
」
お
よ
び
「
市
町
村
へ
の

介
護
給
付
費
交
付
金
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
支

援
交
付
金
（
以
下
「
交
付
金
」
と
い
う
。）
の

交
付
」
の
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　介護保険制度では、65歳以上の者（以下「第1号被保険者」という。）は原因を問わずに要介護認定・

要支援認定を受けたときに、40歳以上65歳未満の医療保険加入者（以下「第２号被保険者」という。）は

加齢に伴う疾病が原因で要介護認定・要支援認定を受けたときに、介護サービスを受けることができます。

　今号は介護保険制度の概要と支払基金の役割についてご紹介します。

サービス事業者
被保険者（40歳以上）

支払基金医療保険者 国保連合会
（審査支払機関）

市町村等※

（保険者）

都道府県国

介
護
報
酬
請
求

（
保
険
給
付
）

保
険
料〈
第
１
号
被
保
険
者
〉

（
65
歳
以
上
）

保
険
料〈
第
２
号
被
保
険
者
〉

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）

介護サービス

負　担
（費用の１～３割）

支　払

介護給付費
交付金

地域支援事業
支援交付金

介護給付費・
地域支援事業
支援納付金

協会けんぽ
船員保険
共済組合
健保組合

都道府県国保
国保組合

※市町村等には広域連合も含まれています。

請　求

支
　
　
払

（
費
用
の
７
〜
９
割
）

公
費
負
担
分

要介護（要支援）認定

介護保険関係業務

図1●介護保険制度と支払基金業務の概要図
Ⅰ  

は
じ
め
に

4月刊基金 October 2020



第２号保険料
27.0％

第１号保険料
23.0％

国
25.0％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

保険料５割公費５割

 

１　

介
護
保
険
制
度
の
概
要

　
介
護
保
険
制
度
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
じ
る

心
身
の
変
化
に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
り
要
介
護

状
態
と
な
り
、入
浴
、排
せ
つ
、食
事
等
の
介
護
、

機
能
訓
練
な
ら
び
に
看
護
お
よ
び
療
養
上
の
管

理
そ
の
他
の
医
療
を
要
す
る
者
等
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
者
が
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
を
行
う

た
め
、
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
保

健
医
療
の
向
上
お
よ
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
な
お
、介
護
保
険
の
運
営
主
体（
保
険
者
）は
、

市
町
村
と
特
別
区
（
広
域
連
合
を
設
置
し
て
い

る
場
合
は
広
域
連
合
）
で
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
9
割
（
一
定
以
上
所
得
者
は
8
割
又

は
7
割
）
を
給
付
す
る
と
と
も
に
、
第
1
号
被

保
険
者
の
保
険
料
を
徴
収
し
、
介
護
保
険
財
政

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
予
防
を
主
な
目
的
と
し
て
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
等
の
地
域

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
公
費
負
担
5
割
、
保

険
料
5
割
（
令
和
2
年
度
現
在
、
第
1
号
保
険

料
23
％
、
第
2
号
保
険
料
27
％
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
２
）

①
納
付
金
の
徴
収
業
務

　
支
払
基
金
で
は
、
医
療
保
険
者
か
ら
報
告
さ

れ
る
第
２
号
被
保
険
者
の
見
込
人
数
や
被
用
者

保
険
等
保
険
者
か
ら
の
第
２
号
被
保
険
者
標
準

報
酬
総
額
見
込
額
等
を
基
礎
と
し
て
、
毎
年
度

当
初
、
法
令
に
基
づ
き
概
算
納
付
金
を
算
定

し
、
そ
の
額
を
医
療
保
険
者
に
通
知
し
徴
収
を

行
い
、
翌
々
年
度
に
確
定
お
よ
び
精
算
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
納
付
金
は
各
月
均
等
に
分
け
て
、
毎
月

5
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
を
納
付
期
限
と

し
て
医
療
保
険
者
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
督
促
を
行
い
、
指
定
期
日
を
過
ぎ
て
も
な

お
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
金
を
課
す
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
交
付
金
の
交
付
業
務

　
支
払
基
金
で
は
毎
年
度
当
初
、
市
町
村
等
か

ら
の
交
付
申
請
に
基
づ
き
交
付
金
の
額
を
決
定

し
市
町
村
等
へ
通
知
し
ま
す
。

　
こ
の
交
付
金
は
各
月
均
等
に
分
け
て
、
毎
月

20
日（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
に
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
年
度
の
交
付
金
の
額
は
、
翌
年

度
、
市
町
村
等
の
「
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
）に
要
し
た
費
用
」お
よ
び「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
し
た

費
用
」
に
基
づ
き
確
定
し
精
算
を
行
い
ま
す
。

図2●介護保険の財源構成

図3●「納付金の徴収」から「交付金の交付」までの流れ

第２号被保険者
医療保険者

（健保組合・
協会けんぽ等）

支払基金 保険者
（市町村等）

介護給付費等
交付金
（毎月20日）

介護納付金
（毎月５日）保険料

Ⅱ  
介
護
保
険
制
度
の
概
要
と
支
払
基
金
が
行
う
業
務

 

２　

支
払
基
金
が
行
う
業
務

　
支
払
基
金
で
は
、
医
療
保
険
者
か
ら
納
付
金

を
徴
収
し
、
市
町
村
等
に
対
し
て
交
付
金
を
交

付
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）
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●被用者保険等保険者以外の医療保険者（国民健康保険）※

●被用者保険等保険者（健康保険組合等）※

納付金算定の概要

介護納付金額

介護納付金額
（加入者割）

介護納付金額
（加入者割）

介護納付金額
（総報酬割）

当年度概算額

第２号被保険者
1人当たり負担額

第２号被保険者
1人当たり負担額

被用者保険等保険者に係る第２号被保険者の負担額総額

被用者保険等保険者に係る第２号被保険者の
標準報酬総額見込額の合計

医療保険者毎の
第２号被保険者数

医療保険者毎の
第２号被保険者数

医療保険者毎の
標準報酬総額

２年前概算額 ２年前確定額 調整金額＝

＝

＝

＝

×

×

×

−− ＋

精算部分

参考　被用者保険等保険者の令和2年度介護納付金算式

令和2年度
介護納付金額

令和2年度
（総報酬割）

平成30年度
（総報酬割）

平成30年度
（加入者割） 調整金額＋＋ ××＝ − 1

2
1
2

精算部分

※　計算式は算出に係る基本的な考え方であり、額の算出を行う際は国が告示する諸計数等に基づき算出し
ます。
　　なお、被用者保険等保険者は、以下の総報酬割の段階的導入に伴い、加入者割との算出比率が年度ごと
に変わります。

　健康保険組合や協会けんぽ等の被用者保険
等保険者の納付金の算出については、第2号
被保険者の人数に応じた負担（加入者割）か
ら被保険者の総報酬額に応じた負担（総報酬
割）で算出する仕組みに平成29年8月から
段階的に導入され、令和2年度からは全面移
行となります。

医療保険者の見込値に
国が示す伸び率を乗じ
た数値等に基づき算定

2年前の実績値等
を基に算定２年前に算定済み

総報酬割導入

平成 29年年度 平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度～～ 7月 8月～

加入者割分 全面 １／２ １／２ １／４ なし

総報酬割分 なし １／２ １／２ ３／４ 全面

●総報酬割導入スケジュール
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腰
痛
は
、
二
本
足
で
歩
く
人
間
が
誰
し
も
経

験
す
る
と
い
わ
れ
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も

多
い
疾
患
で
あ
り
、
腰
下
肢
痛
と
し
て
分
類
す

る
。

　

そ
の
原
因
は
筋
骨
格
系
由
来
の
痛
み
、
末
梢

循
環
障
害
、
が
ん
性
疼
痛
、
帯
状
疱
疹
の
ほ
か
、

神
経
障
害
性
疼
痛
（
複
合
性
局
所
疼
痛
症
候

群
、
糖
尿
病
性
神
経
症
）
な
ど
が
あ
る
。
若
い

人
の
急
性
痛
は
、
腰
椎
ヘ
ル
ニ
ア
、
ぎ
っ
く
り

腰
、
中
高
年
の
慢
性
痛
で
は
、
脊
柱
管
狭
窄
症

や
が
ん
性
疼
痛
を
考
え
る
。

　　

痛
み
は
主
観
的
訴
え
で
あ
る
た
め
、
検
査
値

の
よ
う
な
客
観
的
評
価
が
な
い
。
痛
み
の
程
度

を
共
有
す
る
た
め
、
簡
易
疼
痛
質
問
票
（
※
Ｂ

Ｐ
Ｉ
）
な
ど
で
痛
み
を
自
己
評
価
し
て
も
ら
う
。

い
ろ
い
ろ
な
評
価
法
が
あ
る
が
、
簡
便
な
や
り

方
と
し
て
は
、
痛
み
の
な
い
０
か
ら
想
像
で
き

る
最
も
痛
い
10
ま
で
の
11
段
階
ス
コ
ア
で
数
値

化
し
、
過
去
や
現
在
の
痛
み
を
評
価
す
る
。
そ

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
治
療
の
目
標
は
ス
コ
ア
３
以

下
と
す
る
。

　　

疾
患
は
多
様
だ
が
、
主
な
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
は

硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
（
以
下
「
硬
ブ
」
と
い
う
。）

で
あ
る
。
硬
膜
外
腔
は
、
痛
覚
路
の
遮
断
、

筋
緊
張
の
遮
断
お
よ
び
交
感
神
経
の
遮
断
が
同

時
に
で
き
る
唯
一
の
神
経
路
で
あ
る
。
局
所
麻

酔
薬
10
㎖
で
腰
下
肢
全
体
の
痛
み
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
患
部
の
血
流
が
よ
く
な
り
、

知
覚
神
経
の
発
火
が
収
ま
り
、
筋
肉
が
緩
み
、

痛
み
が
０
と
な
る
。
硬
ブ
の
目
的
は
「
痛
み
の

悪
循
環
を
断
つ
」
こ
と
で
あ
る
。
単
に
し
び
れ

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
が
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
治
療
の
基
本
で
あ
る
。
が
ん
性
疼
痛
で

硬
ブ
後
、
局
所
麻
酔
薬
の
作
用
時
間
以
上
の
除

痛
が
得
ら
れ
る
の
は
「
痛
み
の
悪
循
環
を
断
つ
」

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
患
者
は
、
し
び
れ
る

感
覚
よ
り
も
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
感
覚
が
強

い
。
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
か
の
治
療
法
で
は
得
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
。

　

局
所
麻
酔
薬
の
濃
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
交
感
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
、
知
覚
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
、
運
動
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
る
。
循
環
障

害
に
よ
る
痛
み
な
ら
、
低
濃
度
で
除
痛
さ
れ
、

疼
痛
の
原
因
の
診
断
と
も
な
る
。
濃
度
と
量
を

調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
神
経
が
関
与
し

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
で
、

あ
る
程
度
持
続
す
る
方
が
患
者
さ
ん
の
満
足
度

は
高
い
。
年
齢
が
若
い
人
で
は
、
よ
り
多
い
量

と
高
い
濃
度
を
必
要
と
す
る
。

　

最
近
で
は
抗
血
小
板
作
用
薬
を
服
用
し
て
い

る
患
者
さ
ん
が
多
い
た
め
に
、
硬
膜
外
腔
を
穿

刺
す
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
て
、
実
施
す
る
頻

度
が
低
下
し
て
い
る
。
硬
ブ
に
代
わ
り
、
超
音

波
ガ
イ
ド
下
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
が
普
及
し
て

い
る
。
血
管
や
神
経
を
損
傷
す
る
こ
と
な
く
ブ

ロ
ッ
ク
で
き
る
点
で
効
果
的
だ
が
、
狭
い
外
来

で
機
器
を
必
要
と
す
る
の
で
や
や
物
々
し
い
。

手
術
室
で
は
術
後
鎮
痛
に
多
用
さ
れ
、
患
者
さ

ん
は
術
後
痛
か
ら
解
放
さ
れ
、
術
後
す
ぐ
に
リ

ハ
ビ
リ
が
開
始
で
き
る
。

　　

ブ
ロ
ッ
ク
治
療
後
、
と
き
に
ス
コ
ア
３
以
下

の
痛
み
が
慢
性
痛
と
し
て
残
る
こ
と
が
あ
る
が
、

薬
物
治
療
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
脊
柱
管
狭
窄
症

で
は
ジ
ン
ジ
ン
す
る
し
び
れ
感
が
残
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
治
療
も
薬
物
治
療
も
満
足
度
は
低
い
。
し
び

れ
感
は
数
値
化
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
難
し
い

感
覚
で
あ
る
。
患
者
さ
ん
に
は
「
薄
紙
を
剥
ぐ

よ
う
に
ジ
ワ
ー
と
治
る
。
忘
れ
た
こ
ろ
に
治
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　

経
過
中
、
膀
胱
直
腸
障
害
の
有
無
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
整
形
外
科
医
と
の
連
携
を
絶
や
さ
な
い
。

　

ま
た
、
慢
性
経
過
す
る
と
き
は
除
外
診
断
を

頭
に
い
れ
て
お
く
。
経
過
中
に
が
ん
や
化
膿
性

疾
患
が
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

※
Ｂ
Ｐ
Ｉ
（Brief Pain Inventory

）

参
考
資
料
：
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
治
療
指
針
改

訂
第
６
版

痛みの悪循環を断つ
～疼痛管理の立場からみた腰痛～

知っておきたい
病気の豆知識
連載135 回

医学の
はなし

支払基金
山口支部
医療顧問

小野 弘子

慢
性
疼
痛
と
の
付
き
合
い
方

治
療
の
ポ
イ
ン
ト

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
治
療
：

硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

腰
痛
の
原
因
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3

2 1
電
子
レ
セ
プ
ト
に
記
録
す
る
傷
病
名

　

電
子
レ
セ
プ
ト
に
記
録
す
る
傷
病
名（
傷
病

名
コ
ー
ド
）及
び
傷
病
名
を
補
足
す
る
修
飾
語

（
修
飾
語
コ
ー
ド
）は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
長

通
知
（
※
１
）
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
傷
病
名
コ
ー
ド
と
修
飾
語
コ
ー
ド
は
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
が
運
用
す
る
診
療
報
酬
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
（
※
2
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
傷
病

名
マ
ス
タ
ー
と
修
飾
語
マ
ス
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ

収
載
さ
れ
て
お
り
、
保
険
医
療
機
関
は
、
電
子

レ
セ
プ
ト
に
こ
れ
ら
の
傷
病
名
コ
ー
ド
又
は
傷

病
名
コ
ー
ド
と
修
飾
語
コ
ー
ド
の
組
み
合
せ
を

記
録
し
て
保
険
請
求
を
行
い
ま
す
。

未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
と
は

　
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
は
、
新
規
医
薬
品
の
適
応

や
医
療
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
規
病
名
の

追
加
・
要
望
を
踏
ま
え
、
年
２
回
（
６
月
及
び

１
月
）
に
更
新
し
て
お
り
、
令
和
２
年
６
月
現

在
、
２
万
６
４
０
７
語
の
傷
病
名
コ
ー
ド
が
収

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
保
険
医
療
機
関
が
傷
病
名
を
任
意

の
文
字
列
で
入
力
可
能
と
す
る
た
め
に
、
傷
病

名
称
を
『
＊
＊
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
＊
＊
』
と

し
た
傷
病
名
コ
ー
ド
（0000999

）
を
１
コ
ー

ド
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ド
は
、「
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名

コ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
本
来
の
役
割

は
、
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い

新
た
な
傷
病
名
を
、
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
収
載

す
る
ま
で
の
間
、
応
急
措
置
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
は

汎
用
性
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
本
来
の
目
的
と

は
異
な
る
趣
旨
で
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
の
現
状

　
電
子
レ
セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
未
コ
ー
ド
化

傷
病
名
コ
ー
ド
の
状
況
（
令
和
２
年
７
月
請

求
分
）
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
医
科
を
例

に
す
る
と
、
３
７
０
８
万
件
の
レ
セ
プ
ト
に
、

区分 医科 DPC 歯科

レセプ
ト件数

電子レセプト総件数 37,086,552 344,214 10,516,471 

未コード化傷病名による請求
があるレセプト件数 2,013,111 2,873 135,149 

未コード化傷病名レセプト件
数率 5.4% 0.8% 1.3%

傷病名
レコー
ド数

傷病名レコード数 170,013,623 2,429,494 19,590,502 

未コード化傷病名が記録され
た傷病名レコード数 2,639,598 5,141 153,624 

未コード化傷病名が記録され
た傷病名レコード率 1.6% 0.2% 0.8%

項番 区分 医科 DPC 歯科

1 傷病名マスターに収載する傷病名
108,143 495 16,555 

4.1% 9.6% 10.8%

2

傷病名マスターの傷病名又は廃止
傷病名と修飾語マスターの修飾語
又は補足コメントを組み合わせた
傷病名

1,594,208 3,944 74,301 

60.4% 76.7% 48.4%

3 廃止傷病名と一致する傷病名
145,774 160 3,376 

5.5% 3.1% 2.2%

4 傷病名マスターに収載していない
傷病名等

791,473 542 59,392 

30.0% 10.5% 38.7%

　電子レセプトに記録する傷病名は、厚生労働大臣が定める事項及び方式によって傷病名コードと修飾語コード
を用いることとされています。
　しかしながら、傷病名コードが設定されている傷病名にも関わらず、「0000999：＊＊未コード化傷病名＊＊」（以
下「未コード化傷病名コード」という。）を用いて傷病名を記録されている事例が見受けられます。
　コンピュータチェックやレセプトデータの分析等により適正なレセプト提出の推進に向けて取り組むこととし
ていますので、傷病名コード等の記録の改善にご理解とご協力をお願いいたします。

表１●電子レセプトにおける未コード化傷病名コードの記録状況
（令和2年7月請求分）

表２●未コード化傷病名コードの分析状況（令和2年7月請求分）

未コード化傷病名の改善に向けて

１
億
７
０
０
１
万
の
傷
病
名
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
、
２
６
３
万
（
１・
６
%
）
の

傷
病
名
が
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
を
使
用

し
て
文
字
入
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
２
は
、
そ
の
文
字
入
力
さ
れ
た
傷
病
名
を

分
析
し
た
も
の
で
す
。
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名

コ
ー
ド
を
使
用
し
て
文
字
入
力
さ
れ
た
傷
病
名

の
う
ち
、
多
く
が
項
番
２
に
示
す
よ
う
に
傷
病

名
コ
ー
ド
と
修
飾
語
コ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
て

記
録
で
き
る
傷
病
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
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4

項番 区分 未コード化
傷病名

傷病名マスター
収載傷病名 修飾語コード

1 傷病名マスターに収
載する傷病名 不妊症 8839791：

不妊症 ―

2 

傷病名マスターの傷
病 名 と 修 飾 語 マ ス
ターの修飾語を組み
合わせた傷病名

表在性
皮膚感染症

6869044：
皮膚感染症 5159：表在性

3 
傷病名マスターに移
行先がある廃止傷病
名と一致する傷病名

更年期障害 6272001：
更年期症候群 ―

4 傷病名マスターに対
応できない傷病名等 二次感染 なし 3130：二次感染

8069：の二次感染

表３●未コード化傷病名コードを使用した傷病名が多い記録例
（令和2年7月請求分）（医科）

未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
を

用
い
た
傷
病
名
の
改
善
策

　
表
３
は
、
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
を
用

い
て
記
録
さ
れ
た
傷
病
名
の
事
例
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
録
事
例
に
つ
い
て
、
改
善
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

⑴ 

項
番
１
「
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
収
載
す

る
傷
病
名
」

　

傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
収
載
す
る
「
不
妊
症
」

（
傷
病
名
コ
ー
ド
：8839791

）
を
、
未
コ
ー

ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
を
用
い
て
文
字
列
で
「
不

妊
症
」
を
記
録
し
て
い
る
事
例
で
す
。

　
こ
の
事
例
は
、
傷
病
名
が
既
に
傷
病
名
マ
ス

タ
ー
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
医

療
機
関
で
使
用
す
る
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
等
の

傷
病
名
検
索
機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
て
い
な

い
、
ま
た
は
、
機
能
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
等

に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

⑵ 

項
番
２
「
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
の
傷
病
名

と
修
飾
語
マ
ス
タ
ー
の
修
飾
語
を
組
み
合

わ
せ
た
傷
病
名
」

　
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
を
用
い
た
傷
病
名
の
中

で
、
半
数
以
上
が
こ
の
区
分
で
す
。

　

傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
「
表
在
性
皮
膚
感
染

症
」
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
未
コ
ー
ド

化
傷
病
名
を
用
い
て
記
録
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
「
表
在
性
皮
膚
感
染
症
」
は
、
傷
病
名
マ
ス

タ
ー
に
収
載
す
る
「
皮
膚
感
染
症
」（
傷
病
名

コ
ー
ド
：6869044

）
と
修
飾
語
マ
ス
タ
ー

に
収
載
す
る
「
表
在
性
」（
修
飾
語
コ
ー
ド
：

5159

）
を
組
み
合
わ
せ
て
記
録
す
る
こ
と
で
、

「
表
在
性
皮
膚
感
染
症
」
を
表
記
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑶ 

項
番
３
「
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
移
行
先

が
あ
る
廃
止
傷
病
名
と
一
致
す
る
傷
病
名
」

　
「
更
年
期
障
害
」
は
、
平
成
15
年
５
月
31
日

に
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
を
用
い
て
記
録
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
か
ら
廃
止
さ
れ
た
傷
病
名

は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
が
運
用
す
る
「
診
療

報
酬
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
支
払
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
3
）
に
掲
載
す
る
「
移
行
対

応
テ
ー
ブ
ル
」
に
お
い
て
、
廃
止
後
の
移
行
先

傷
病
名
コ
ー
ド
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
更
年
期
障
害
」
を
移
行
対
応
テ
ー
ブ
ル
で

検
索
す
る
と
、
同
義
の
傷
病
名
と
し
て
「
更

年
期
症
候
群
」（
傷
病
名
コ
ー
ド
：6272001

）

に
移
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、「
標
準
病
名
マ
ス
タ
ー
作
業
班
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
4
）
で
提
供
さ
れ
て
い
る
病

名
検
索
ソ
フ
ト
「
病
名
く
ん
２・
０
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
容

易
に
同
義
語
や
互
換
語
ま
た
は
類
義
語
と
な
る

傷
病
名
コ
ー
ド
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⑷ 

項
番
４
「
傷
病
名
マ
ス
タ
ー
に
一
致
し

て
い
な
い
傷
病
名
」

　
本
事
例
は
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー
ド
を
用

い
て
「
二
次
感
染
」
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
「
二
次
感
染
」
は
傷
病
名
を
補
足
す
る
修
飾

語
と
な
る
た
め
、
修
飾
語
マ
ス
タ
ー
に
「
二
次

感
染
」（
修
飾
語
コ
ー
ド
：3130

）
及
び
「
の

二
次
感
染
」（
修
飾
語
コ
ー
ド
：8069

）
を
収

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
次
感
染
」
は
、
電
子
レ
セ
プ
ト
の
傷
病

名
（
Ｓ
Ｙ
）
レ
コ
ー
ド
に
、
傷
病
名
コ
ー
ド
と

併
せ
て
修
飾
語
コ
ー
ド
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、
患
者
の
病
態
を
表
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ま
と
め

　
電
子
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
診
療
報
酬
請
求
は
、

令
和
２
年
７
月
診
療
分
で
98
・
４
％
ま
で
普
及

し
て
い
ま
す
。

　
支
払
基
金
で
は
、
適
切
な
傷
病
名
コ
ー
ド
を

用
い
て
電
子
レ
セ
プ
ト
を
作
成
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
引
き
続
き
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
コ
ー

ド
を
用
い
た
傷
病
名
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
１　
「
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
に
よ
る
費
用
の

請
求
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
及

び
方
式
並
び
に
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た
費
用
の

請
求
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
、

方
式
及
び
規
格
」（
令
和
２
年
４
月
28
日
保
発

０
４
２
８
第
３
号
）

※
２　

診
療
報
酬
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
（https://

shinryohoshu.m
hlw

.go.jp

）
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

→ 

レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
関
連 

→ 

用
語
・
コ
ー
ド

の
統
一 

→ 

傷
病
名
・
修
飾
語
マ
ス
タ
ー

※
３　

支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https//w

w
w

.
ssk.or.jp/

）
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

→ 

電
子
点
数
表
・

基
本
マ
ス
タ
ー 

→ 

基
本
マ
ス
タ
ー 

→ 

傷
病
名

マ
ス
タ
ー

※
４　

標
準
病
名
マ
ス
タ
ー
作
業
班
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.byom

ei.org

）
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

→ 

病
名
く
ん
２・０
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　
父
親
、
母
方
の
祖
父
な
ど
親
族
の
ほ
と
ん

ど
が
医
者
ば
か
り
の
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。

特
別
崇
高
な
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
大
阪
と
は
い
え
田
舎
で
、
周
り

に
医
者
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
父
親
が
夜
遅

く
ま
で
地
域
の
方
の
と
こ
ろ
へ
往
診
に
回
り
、

診
察
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
て
、
後
を
継
ぐ

こ
と
が
当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
専
門
分
野
を
伺
え
ま
す
か

　
今
は
麻
酔
科
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
全
身
管
理
を
学
び
た
か
っ
た
こ
と

と
、
大
阪
医
科
大
学
の
麻
酔
科
に
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
有
名
な
教
授
が
お
ら
れ
て
、
テ

ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
漢
方
薬
や
鍼
灸
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
患
者
さ

ん
の
治
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
大
変
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
治
療
を
通
し
て
、
患
者
さ

ん
の
人
生
に
か
か
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

―
―
心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は

あ
り
ま
す
か

　
学
部
1
回
生
の
解
剖
学
実
習
が
始
ま
る
時

に
、
教
授
が
「
あ
な
た
た
ち
が
将
来
お
医
者

さ
ん
に
な
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
お
話
を
聞
い

て
も
、
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
は
絶
対
話

さ
な
い
し
、
隠
す
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
あ

な
た
た
ち
が
こ
れ
か
ら
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ

く
方
は
、
何
ひ
と
つ
隠
さ
ず
に
あ
な
た
た
ち

に
全
部
見
せ
て
く
れ
る
一
番
勇
気
の
あ
る
方

で
す
。
あ
な
た
た
ち
は
こ
れ
か
ら
こ
の
方
た

ち
の
勇
気
に
応
え
な
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
今
で
も
、
一
生
を
か
け
て
そ
の
勇

気
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
な
と
、

何
か
あ
る
ご
と
に
ふ
と
思
い
出
し
ま
す
。

　
父
と
一
緒
に
地
域
で
診
療
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
心
に
残
る
出
来
事
が

増
え
ま
し
た
。

　
生
後
3
か
月
の
子
に
予
防
接
種
を
し
て
、

そ
の
数
日
後
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
診
察
に
来

ら
れ
た
の
で
「
お
孫
さ
ん
診
ま
し
た
よ
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ご
両
親
も
診
ま
し
た
の
で
四

代
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
伝
え

た
ら
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
私
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
先
生
の
お
父

さ
ん
に
診
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ず
っ
と

通
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
患
者
さ
ん
に
は
、「
親
父
は
先

生
の
お
父
さ
ん
に
最
期
を
診
て
も
ら
っ
た
の

で
、私
も
頼
み
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、体
を
悪
く
さ
れ
、最
期
に
「
約

束
で
す
ね
」
と
言
っ
た
ら
す
ご
く
喜
ん
で
く

れ
、
最
期
を
看
取
っ
た
こ
と
は
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
今
で
も
地
域
の
人
た
ち
と
の
結

び
つ
き
が
強
く
残
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

審
査
委
員
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
や
驚

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
審
査
委
員
に
な
る
前
は
、
支
払
基
金
は
診

療
内
容
を
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
関
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

審
査
委
員
と
な
っ
て
実
際
に
審
査
に
携
わ
っ

て
み
る
と
、
ラ
グ
ビ
ー
の
レ
フ
ェ
リ
ー
に
似

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
学
生
時
代

か
ら
ず
っ
と
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ラ
グ
ビ
ー
の
レ
フ
ェ
リ
ー
は
反
則
を
取
る
だ

け
で
は
な
く
、
両
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
が
円
滑

に
進
む
よ
う
ゲ
ー
ム
中
に
口
頭
で
も
注
意
を

医
療
機
関
と
保
険
者
と
の
間
で

「
潤
滑
油
」
の
役
目
を
担
っ
て
い
き
た
い

白
江 

淳
郎　
大
阪
府
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

　審査委員長に伺いました。
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し
ま
す
。
そ
の
際
、
選
手
が
理
解
し
て
い
る

と
わ
か
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
、
良

い
ラ
グ
ビ
ー
、
楽
し
い
ラ
グ
ビ
ー
に
し
よ
う

と
し
ま
す
。
結
局
、
審
査
委
員
と
は
レ
フ
ェ

リ
ー
な
の
で
す
。
審
査
を
し
て
い
く
中
、
医

療
機
関
側
と
保
険
者
側
の
間
に
立
っ
て
、
円

滑
に
進
め
て
い
く
、
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
「
潤
滑

油
」
に
な
る
こ
と
が
支
払
基
金
の
役
目
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。

　
支
払
基
金
と
し
て
、
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ

た
適
正
な
レ
セ
プ
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
審
査
委
員
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
大
阪
府
の
審
査
委
員
会
は
審
査
委
員
も
多

く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

話
し
合
い
を
し
て
意
見
を
す
り
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
払

基
金
は
全
国
組
織
で
審
査
基
準
も
統
一
化
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
審
査
の
基
準
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
審
査
委
員
に
き
ち
ん
と
情

報
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
地
区
医
師
会
長
を
10
年
務
め

た
経
験
も
あ
り
ま
す
の
で
、
府
医
師
会
を
通

じ
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
説
明
が
で

き
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
支
払
基
金
本
部
主
催
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

に
出
席
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
の
よ
う
な
一

般
開
業
医
と
し
て
の
現
場
の
意
見
を
反
映
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
、
保
険
者
の
方
々
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
私
た
ち
は
医
療
機
関
と
保
険
者
と
の
間
で

「
潤
滑
油
」
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
医

療
機
関
の
方
に
も
、
保
険
者
の
方
に
も
私
た

ち
の
取
組
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
も
っ

と
う
ま
く
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
に
対
し
て
、
原
審

ど
お
り
と
し
た
場
合
に
ど
れ
だ
け
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
か
医
療
機
関
の
方
に
は
わ
か
ら

な
い
で
す
し
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
誤
り

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
連
絡
を
行
っ
て
い

る
か
保
険
者
の
方
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
の
方
に
は
保
険
診
療
と
し
て
の

原
則
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
な
レ
セ
プ

ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

保
険
者
の
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
資
源
が

使
わ
れ
て
い
る
中
、
レ
セ
プ
ト
審
査
が
大
変

で
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　
医
学
的
な
こ
と
は
私
た
ち
で
審
査
で
き
る

に
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
規
則
や
細
か
い
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
職
員
の
方
々
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
て
、
お
互
い
補
い
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
査
委
員
・
職
員
間
で
、

質
問
を
し
や
す
い
関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、勉
強
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、勉

強
し
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
く
こ
と
で

す
。
耳
学
問
は
頭
に
残
り
ま
す
し
、
知
っ
て

い
る
ふ
り
を
し
て
聞
か
な
け
れ
ば
誰
も
教
え

て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
や
っ
て
学
ん
だ
こ
と

を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た
こ
と
や
思
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

　
4
、
5
月
ご
ろ
は
私
の
診
療
所
も
か
な
り

受
診
抑
制
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供
の
予
防
接

種
や
住
民
健
診
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
域
住

民
の
健
康
状
態
が
心
配
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
し
て
は
、
ど
れ

だ
け
の
検
査
が
ど
こ
で
で
き
る
か
、
と
い
う
情

報
も
私
た
ち
医
療
機
関
へ
伝
わ
ら
な
い
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
病
院
で
重
症

患
者
の
対
応
に
あ
た
り
治
療
手
段
や
診
断
手

段
な
ど
も
少
な
い
こ
と
と
、
開
業
医
の
高
齢

化
も
重
な
り
、
医
療
機
関
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
徐
々
に
下
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。
静
か
な
医
療
崩
壊
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
趣
味
や
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
か

　
今
は
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
の
は
無
理
な
の
で
、

ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
す
る
こ

と
が
好
き
で
す
。
レ
フ
ェ
リ
ー
を
し
て
い
た

経
験
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
を
す
る
と
プ

レ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
く
レ
フ
ェ
リ
ー
の
動
き
が

と
て
も
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
最
近
は
家
内
に
料
理
を
教
わ
っ
て
、
ご
飯

を
炊
い
た
り
カ
レ
ー
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
自
分
で
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
ア
レ
ン

ジ
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。
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冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
撮
影
加
算
を
算
定
し
た
場
合
の

「
摘
要
」
欄
へ
の
記
載
に
つ
い
て

事例❶

医科

基礎 知識
今回は① 「冠動脈ＣＴ撮影加算を算定した場合の 「摘要」 欄への記載について」 ② 「再入院時の患者サポート
体制充実加算に係る取扱い（DPC）」 ③ 「小児口唇閉鎖力検査の算定について」 ④ 「象牙質レジンコーティン
グの算定について」 を掲載します。

　区分番号「E200」コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）「注4」冠動脈ＣＴ撮影加算を算定した場合の「摘要」欄へ
の記載については､ 令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実
施上の留意事項について」（以下「留意事項通知」という。）及び同年3月27日付け厚生労働省通知保医発0327第1号
「「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」（以下「記載要領通知」という。）に次のように
示されています。

【通知　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】
別添1　(抜粋)
　医科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第4部　画像診断
　　　　第3節　コンピューター断層撮影診断料

E200　コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）
（8）　「注４」に規定する冠動脈ＣＴ撮影加算は、別
に厚生労働大臣が定める施設基準に適合している
ものとして地方厚生（支）局長に届け出た保険医
療機関において、以下のアからオまでの場合に、

※「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項につい
て」別添１第２章第４部E200 コンピューター断層撮影（ＣＴ撮影）
の（８）のアからオまでの該当するものを選択して記載すること。
なお、オに該当する場合はその詳細な理由を記載する。

12月刊基金 October 2020



保険請求の基礎 知識

　本事例については、冠動脈ＣＴ撮影加算を算定していますが、記載要領通知において、留意事項通知別添1第
2章第4部E200の（8）のアからオまでの該当するものを選択して記載し、オに該当する場合はその詳細な理由
を記載する旨示されていることから、該当項目を摘要欄に記載する必要がありますのでご留意願います。
　また、電子レセプトによる請求を行う場合、令和2年10月診療分以降、記載要領通知別添1別表Ⅰにおける
レセプト電算処理システム用コードを選択の上、請求することとなりますので併せてご留意願います。

64列以上のマルチスライス型のＣＴ装置を使用
し、冠動脈を撮影した上で三次元画像処理を行っ
た場合に限り算定する。なお、その医学的根拠に
ついて診療報酬明細書の摘要欄に該当項目を記載
すること。また、オに該当する場合は、その詳細
な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。
ア　諸種の原因による冠動脈の構造的・解剖学的
異常（超音波検査等の所見から疑われた場合に
限る。）
イ　急性冠症候群（血液検査や心電図検査等によ

り治療の緊急性が高いと判断された場合に限る。）
ウ　狭心症（定量的負荷心電図又は負荷心エコー法
により機能的虚血が確認された場合又はその確認
が困難な場合に限る。）
エ　狭心症等が疑われ、冠動脈疾患のリスク因子（糖
尿病、高血圧、脂質異常症、喫煙等）が認められ
る場合
オ　その他、冠動脈ＣＴ撮影が医学的に必要と認め
られる場合

【通知　令和2年3月27日付け厚生労働省通知保医発0327第1号（同年8月31日付け同省保険局医療課事務連絡により一部訂正）】
別添1　(抜粋)
別紙1　診療報酬請求書等の記載要領
　Ⅱ　診療報酬請求書及び診療報酬明細書の記載要領
　　第3　診療報酬明細書の記載要領（様式第2）

2　診療報酬明細書の記載要領に関する事項
（20）　「初診」、「再診」、「医学管理」、「在宅」、「投

薬」、「注射」、「処置」、「手術･麻酔」、「検査･
病理」、「画像診断」、「その他」及び「入院」欄
について

ア　通則
　各欄又は「摘要」欄への診療行為等の名称（以
下この項において単に「名称」という。）、回数及
び点数の記載方法は、次のイからシまでのとおり

であること。また、名称、回数及び点数以外の「摘
要」欄に記載する事項等は、別表Ⅰ「診療報酬明細
書の「摘要」欄への記載事項等一覧（医科）」のとお
りであること。
　なお、電子レセプトによる請求の場合、別表Ⅰの
「レセプト電算処理システム用コード」欄にコードが
記載された項目については、令和2年10月診療分以
降、「電子情報処理組織の使用による費用の請求に関
して厚生労働大臣が定める事項及び方式並びに光ディ
スク等を用いた費用の請求に関して厚生労働大臣が
定める事項、方式及び規格」に基づき、該当するコー
ドを選択すること。
（略）

別表Ⅰ　診療報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧（医科）（抜粋）

項番 区分 診療行為
名称等 記 載 事 項 レセプト電算処理

システム用コード 左記コードによるレセプト表示文言

294
E200
注4

冠動脈ＣＴ
撮影加算

「診療報酬の算定方法の
一部改正に伴う実施上の
留意事項について」別添
1第2章第4部E200 コン
ピューター断層撮影（Ｃ
Ｔ撮影）の（8）のアか
らオまでの該当するもの
を選択して記載するこ
と。なお、オに該当する
場合はその詳細な理由を
記載する。

820100723
該当する医学的根拠（冠動脈ＣＴ撮影加算）：
ア　諸種の原因による冠動脈の構造的・解剖
学的異常

820100724 該当する医学的根拠（冠動脈ＣＴ撮影加算）：
イ　急性冠症候群

820100725 該当する医学的根拠（冠動脈ＣＴ撮影加算）：
ウ　狭心症

820100726
該当する医学的根拠（冠動脈ＣＴ撮影加算）：
エ　狭心症等が疑われ、冠動脈疾患のリスク
因子が認められる場合

820100727
該当する医学的根拠（冠動脈ＣＴ撮影加算）：
オ　その他、冠動脈ＣＴ撮影が医学的に必要
と認められる場合

830100191 その詳細な理由（冠動脈ＣＴ撮影加算）；＊＊
＊＊＊＊

月刊基金 October 202013



再
入
院
時
の
患
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
に
係
る

取
扱
い
（
D
P
C
）

事例❷

DPC

●4月7日入院 － 4月8日退院

●4月28日化学療法による再入院 － 4月29日退院

14月刊基金 October 2020



　本事例については、今回入院年月日の4月7日と4月28日に患者サポート体制充実加算が算定されています。
4月8日退院後4月28日からの化学療法による再入院であることから、DPCの規定上、同一傷病等での再入院
に係る取扱いから除かれ一連の入院とはみなしませんが、令和2年度診療報酬改定において、第3の1の⑺の
③（令和2年3月23日付け厚生労働省通知保医発0323第2号）が追加されたことから、同通知のア又はイに該
当しない場合には再入院時の当該加算は算定することができない取扱いとなりましたのでご留意ください。

　再入院時の患者サポート体制充実加算に係る取扱いについては、令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305
第1号 ｢診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について｣ 及び令和2年3月23日付け厚生労働省通
知保医発0323第2号「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法の一部改正等に
伴う実施上の留意事項について」（令和2年8月31日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「令和2年度診療報酬改定
関連通知及び官報掲載事項の一部訂正について」含む）において、次のとおり記載されています。

【通知　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】（抜粋）

別添1　医科診療報酬点数表に関する事項
   第 1 章　基本診療料
　　第2部　入院料等
　　　第2節　入院基本料等加算
　　　　A234-3　患者サポート体制充実加算

⑴　患者サポート体制充実加算は、医療従事者と患者との対話を促進するため、患者又はその家族等（以
下この項目において「患者等」という。）に対する支援体制を評価したものであり、当該保険医療機
関に入院している患者について、入院期間中1回に限り、入院初日に算定する。なお、ここでいう入
院初日とは、第2部「通則5」に規定する起算日のことをいい、入院期間が通算される再入院の初日
は算定できない。

【通知　令和2年3月23日付け厚生労働省通知保医発0323第2号（同年8月31日付け同省保険局医療課事務連絡によ
り一部訂正）】（抜粋）

第3　費用の算定方法
 　1　診療報酬の算定
　　⑺　同一傷病等での再入院に係る取扱い

①　―略―
②　―略―
③　①及び②の再入院に係る取扱いにかかわらず、A205救急医療管理加算からA206在宅患者緊急入院診療加算まで、
A212超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算、A231-3重度アルコール依存症入院医療管理
加算、A232がん拠点病院加算、A234-3患者サポート体制充実加算、A236-2ハイリスク妊娠管理加算、A237ハイリ
スク分娩管理加算、A246入退院支援加算（入退院支援加算1を除く。）、A247-2せん妄ハイリスク患者ケア加算、
B004退院時共同指導料1、B005退院時共同指導料2、B006-3退院時リハビリテーション指導料、B014退院時薬剤情
報管理指導料及びB015精神科退院時共同指導料に掲げる費用は、以下のア、イの場合を除き、再入院時には算定
することができない。
ア　退院後、一旦治癒し若しくは治癒に近い状態までになり、その後再発して当該保険医療機関又は当該保険医療
機関と特別の関係にある保険医療機関に入院した場合
イ　退院の日から起算して3月以上（悪性腫瘍、難病の患者に対する医療等に関する法律（平成26年法律第50号）
第5条第1項に規定する指定難病（同法第7条第4項に規定する医療受給者証を交付されている患者（同条第1項
各号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満たすものとして診断を受けたものを含む。）に係るものに
限る。）又は「特定疾患治療研究事業について」（昭和48年4月17日衛発第242号）に掲げる疾患（当該疾患に罹
患しているものとして都道府県知事から受給者証の交付を受けているものに限る。ただし、スモンについては過
去に公的な認定を受けたことが確認できる場合等を含む。）に罹患している患者については1月以上）の期間、診
断群分類区分の上6桁が同一の場合について、いずれの保険医療機関に入院することなく経過した後に、当該保
険医療機関又は当該保険医療機関と特別の関係にある保険医療機関に入院した場合
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　本事例については、15歳未満の患者以外の患者に対して、初診時に小児口唇閉鎖力検査が算定されています。
　令和2年5月7日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その9）」の別添2「歯
科診療報酬点数表関係」の問7に「区分番号「D011-4」に掲げる小児口唇閉鎖力検査の留意事項通知⑵につい
て、「口腔機能の発達不全が疑われる患者」とあるが、15歳未満の患者が対象となるのか。（答）そのとおり。
ただし、口腔機能発達不全症にかかる一連の管理が継続している間に限り、18歳になるまでの間は算定して差
し支えない。」と示されていますので、ご留意ください。

小
児
口
唇
閉
鎖
力
検
査
の
算
定
に
つ
い
て

事例❸

歯科

　小児口唇閉鎖力検査の算定については、令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の算定方
法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」及び令和2年5月7日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解
釈資料の送付について（その9）」において、次のように示されています。

【通知　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】
別添2
　歯科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第3部　検査
　　　　第1節　検査料
　　　　　D011-4　小児口唇閉鎖力検査

⑴　小児口唇閉鎖力検査とは、口唇閉鎖力測定
器を用いて、口唇閉鎖力を測定する検査をい
う。
⑵　当該検査は、問診、口腔内所見又は他の検
査所見から口腔機能の発達不全が疑われる患

者に対し、口腔機能発達不全症の診断を目的とし
て実施した場合に算定する。なお、区分番号B000-4
に掲げる歯科疾患管理料、区分番号B000-4-2に掲げ
る小児口腔機能管理料、C001-3に掲げる歯科疾患在
宅療養管理料又は区分番号C001-6に掲げる小児在宅
患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料を算定
し、継続的な口腔機能の管理を行っている患者につ
いて、3月に1回に限り算定する。
⑶　検査に係る費用は所定点数に含まれ別に算定でき
ない。

【令和2年5月7日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その9）」】
別添2　
　歯科診療報酬点数表関係
問7　区分番号「D011-4」に掲げる小児口唇閉鎖力検査
の留意事項通知⑵について、「口腔機能の発達不全
が疑われる患者」とあるが、15歳未満の患者が対象

となるのか。
（答） そのとおり。ただし、口腔機能発達不全症にかか

る一連の管理が継続している間に限り、18歳になる
までの間は算定して差し支えない。
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象
牙
質
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
算
定
に
つ
い
て

事例❹

歯科

　本事例については、生活歯歯冠形成がなく象牙質レジンコーティングが算定されています。
　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号に、「象牙質レジンコーティングは、区分番号M001
に掲げる歯冠形成の「1　生活歯歯冠形成」を行った歯に対して、象牙細管の封鎖を目的として、歯科用シー
リング・コーティング材を用いてコーティング処置を行った場合に、1歯につき1回に限り算定する。」と示さ
れていますので、ご留意ください。

　象牙質レジンコーティングの算定については、令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の
算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」において、次のように示されています。

【通知　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】
別添2
　歯科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第8部　処置
　　　　第1節　処置料
　　　　　I001-2　象牙質レジンコーティング

　象牙質レジンコーティングは、区分番号M001
に掲げる歯冠形成の「1　生活歯歯冠形成」を
行った歯に対して、象牙細管の封鎖を目的とし
て、歯科用シーリング・コーティング材を用いて
コーティング処置を行った場合に、1歯につき1
回に限り算定する。
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公費負担医療制度のしくみ
公費負担医療制度とは

　医療保険制度には、社会保険における医療保険のほかに、公的扶助、社会福祉、公衆衛生等における公費負担
医療制度があります。
　この制度は、個々の法律に基づき、特定の人々を対象として国又は地方公共団体が医療給付を行うものです。
公費負担医療は次頁の表のとおりです。

公費負担医療の考え方
　公費負担医療には公費優先（対象となる医療費の全額を負担）と医療保険優先（自己負担部分を負担）があり、
公費負担医療によっては、患者から費用の一部を徴収（一部負担）する場合もあります。

⃝公費優先の公費

⃝医療保険優先の公費（本人の場合）
　・公費負担医療に係る一部負担がない場合

　・公費負担医療に係る一部負担がある場合

⃝医療保険優先の公費と
　地方単独医療費助成事業（本人の場合）

医療保険を含めた公費の優先順位

公費負担　10割

地方単独
医療費助成事業

一部
負担

地方単独
医療費助成事業

医療保険　７割 自己負担　３割

医療保険　７割 自己負担　３割

医療保険　７割 自己負担　３割

公費が10割（全額）負担する。（医療保険加入者であっても、公費が10割負担する。）

２以上の公費負担医療がある場合は、次頁の表に示す項順による。

地方単独医療費
助成事業によっ
ては、一部自己
負担額が設定さ
れているものも
ある。

又は

公費給付対象

公費給付対象

公費優先の公費 医療保険 医療保険優先の公費 地方単独
医療費助成事業＞ ＞ ＞

自己負担部分のうち、公費負担医療に係る
一部負担額を除いた額を公費が負担する。

自己負担部分のうち、公費負担医療に係る
一部負担額を除いた額を公費が負担する。

自己負担部分を公費が負担する。

患者が負担

公費負担

公費負担 一部負担

公費負担

公費給付対象

一部負担
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項番 法別番号 公　費　負　担　医　療 患　者　窓　口　負　担　額

1 13
戦傷病者特別援護法による

療養の給付 全額公費負担

公 

費 

優 

先

2 14 更生医療 全額公費負担

3 18 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律による認定疾病医療 全額公費負担

4 29
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律による新感染症の
患者の入院

全額公費負担
（所得税額により自己負担あり）

5 30
心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法
律による医療の実施に係る医療の給付

全額公費負担

6 10
感染症の予防及び感染症の患者に対
する医療に関する法律による

結核患者の適正医療 医療費の5％

医 

療 

保 

険 

優 

先

7 11 結核患者の入院
原則全額公費負担

（所得税額により自己負担あり）

8 20 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律による措置入院
原則全額公費負担

（所得税額により自己負担あり）

9 21

障害者総合支援法による

精神通院医療
原則医療費の１割

（所得に応じて負担上限額あり）

10 15 更生医療
原則医療費の１割

（所得に応じて負担上限額あり）

11 16 育成医療
原則医療費の１割

（所得に応じて負担上限額あり）

12 24
療養介護医療及び基準該当療養介護
医療

原則医療費の１割
（所得に応じて負担上限額あり）

13 22 麻薬及び向精神薬取締法による入院措置
原則全額公費負担

（所得税額により自己負担あり）

14 28
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律による一類感染症
等の患者の入院

原則全額公費負担
（所得税額により自己負担あり）

15 17

児童福祉法による

療育の給付
原則全額公費負担

（所得税額により自己負担あり）

16 79
肢体不自由児通所医療及び障害児入
所医療

原則医療費の１割
（所得に応じて負担上限額あり）

17 19 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律による一般疾病医療費 全額公費負担

18 23 母子保健法による養育医療
原則全額公費負担

（負担能力に応じて公費が保護者から直接徴収）

19 52 児童福祉法による小児慢性特定疾病医療支援
原則医療費の2割

（所得に応じて負担上限額あり）

20 54 難病の患者に対する医療等に関する法律による特定医療
原則医療費の2割

（所得に応じて負担上限額あり）

21 51

特定疾患治療費、先天性血液凝固因子障害等治療費、水俣病総合対策費の国
庫補助による療養費及び研究治療費、茨城県神栖町における有機ヒ素化合物
による環境汚染及び健康被害に係る緊急措置事業要綱による医療費及びメチ
ル水銀の健康影響による治療研究費

原則全額公費負担

22 38
肝炎治療特別促進事業に係る医療の給付及び肝がん・重度肝硬変治療研究促
進事業に係る医療費の支給

（肝炎治療特別促進事業）
所得に応じて負担上限額あり

（肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業）
原則10,000円

23 53 児童福祉法の措置等に係る医療の給付 原則全額公費負担

24 66 石綿による健康被害の救済に関する法律による医療費の支給 全額公費負担

25 62
特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法による定期
検査費及び母子感染症防止医療費の支給

全額公費負担

26 25
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び
特定配偶者の自立の支援に関する法律第14条第4項に規定する医療支援給付

原則全額公費負担

27 12 生活保護法による医療扶助 原則全額公費負担

28
地方単独

医療費助成
地方単独医療費助成事業による医療費の支給（基金と契約しているもの） 自治体により異なる

表
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簗瀬博章理事は9月9日をもって退任し、後任として佐藤裕一氏が9月10日付けで就任しました。

理事就任・退任のごあいさつ

　

令
和
2
年
9
月
9
日
付
け
を
も
ち
ま

し
て
支
払
基
金
理
事
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

1
期
2
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
支
払
基
金
の
在
り
方
を

大
き
く
方
向
づ
け
る
節
目
の
時
期
に
支

払
基
金
理
事
と
し
て
職
務
を
全
う
で
き

た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
皆
さ
ま
の
ご
指

導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

支
払
基
金
は
昭
和
23
年
の
設
立
以
来
、

70
余
年
の
歴
史
の
中
で
阪
神
・
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
緊
急
事

態
に
直
面
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

審
査
支
払
の
専
門
機
関
と
し
て
遅
滞
す

る
こ
と
な
く
診
療
報
酬
の
審
査
支
払
事

務
を
行
い
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

大
切
な
医
療
保
険
制
度
を
支
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
特
殊
法
人
改
革

の
一
環
と
し
て
の
民
間
法
人
化
、
昨
年

5
月
の
支
払
基
金
法
の
改
正
を
盛
り
込

ん
だ
「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
成

立
等
を
経
て
、
令
和
4
年
10
月
に
は
、

現
在
47
都
道
府
県
に
あ
る
支
部
で
行
っ

て
い
る
レ
セ
プ
ト
審
査
事
務
を
全
国
14

か
所
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す

る
「
審
査
事
務
業
務
の
集
約
」
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
実
践
中

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
改
革
で
は
同
時
に
、
診
療
科
別

の
審
査
事
務
体
制
を
敷
く
こ
と
で
、
審

査
職
員
の
専
門
性
を
深
め
、
審
査
事
務

能
力
を
さ
ら
に
強
化
し
、
審
査
委
員
の

先
生
方
と
一
体
と
な
っ
て
審
査
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
任
期
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
支

払
基
金
の
歴
史
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き

で
あ
ろ
う
大
き
な
改
革
の
骨
格
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
支
払
基
金
は
今
後
も

変
わ
ら
ず
日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

在
任
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
対

し
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
、
支
払
基

金
が
保
険
者
な
ら
び
に
診
療
担
当
者
を

は
じ
め
広
く
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
よ
り

一
層
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
令
和
2
年
9
月
10
日
付
け

で
簗
瀬
博
章
氏
の
後
任
と
し
て
理
事
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
5
月
、
支

払
基
金
法
の
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
「
医

療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運

営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
の
改
正
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活

用
し
審
査
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
審
査
結
果
の
不
合

理
な
差
異
解
消
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
従
来
の
支
部
完
結
型
の
業
務
体

制
か
ら
、
本
部
を
中
心
と
し
た
全
国
統

一
的
な
業
務
実
施
体
制
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
改
正
を
受
け
、
支
払
基
金
は

本
年
3
月
に
「
審
査
事
務
集
約
化
計
画

工
程
表
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
審
査
事

務
を
行
う
全
国
14
か
所
の
審
査
事
務
セ

ン
タ
ー
と
各
県
に
そ
の
ま
ま
残
る
審
査

委
員
会
対
応
の
た
め
の
47
の
審
査
委
員

会
事
務
局
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
、
か

つ
て
な
い
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
令
和
4
年
10
月
に
支
部
集
約

を
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
国
会
の
附

帯
決
議
で
あ
る
「
職
員
の
家
庭
の
事
情

等
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
」
を
踏
ま
え

個
々
の
能
力
や
適
性
に
よ
り
、
人
員
配

置
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
大
き
な
改
革
期
に
理
事
に
就
任

す
る
こ
と
は
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
ま
た
同

時
に
、
長
年
支
払
基
金
の
職
員
と
し
て

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
こ
の
改

革
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

支
払
基
金
は
創
立
70
年
を
超
え
ま

し
た
。
そ
の
間
、「
適
正
な
審
査
」
と

「
迅
速
な
支
払
」
を
使
命
と
し
、
医
療

保
険
制
度
の
基
盤
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
過
去
に
お
い
て
大
き
な
自
然
災
害

に
あ
っ
て
も
、
診
療
報
酬
の
支
払
を
遅

滞
な
く
実
行
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の

機
能
を
活
用
し
な
が
ら
、
職
員
の
力
を

結
集
し
て
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
世
の
中
全
体
が
不
安
定
と
な
っ

て
い
る
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
医
療
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
、
支
払
基
金
の
二
大
使
命
を
果
た

し
つ
つ
、
直
面
し
て
い
る
組
織
の
見
直

し
や
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
進
め
、
関
係

者
や
国
民
の
期
待
に
全
力
で
応
え
て

い
く
所
存
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

理
事
　
佐
藤 

裕
一

前
理
事
　
簗
瀬 

博
章

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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おたずねに
答えて

今回は、保険医療機関等から寄せられたご質問を紹介します。

AQ

　　「指定通知書」については、地方厚生（支）局で再発行手続きが必要となります。
　詳しくは地方厚生（支）局ホームページでご確認ください。

Q1 保険医療機関の「指定通知書」を紛失した際の再発行方法について教え
てほしい。

A1

基金ホームページの掲載
トップページ → 診療報酬の請求支払 → 各種帳票・通知書の見方 → 増減点連絡書・各
種通知書｜医療機関・薬局｜  → 「突合点検に係る帳票等」について

Q2 支払基金から送付される、「突合点検調整額通知票」と「突合点検調整
額連絡票」の違いについて教えてほしい。

医療機関等
からの
質　問

A2
　「突合点検調整額通知票」及び「突合点検調整額連絡票」は、突合点検の結果、査定
となった費用を調整した場合の帳票です。医療機関と薬局のどちらで調整されたかに
より、「突合点検調整額通知票」もしくは「突合点検調整額連絡票」のいずれかが送付
されます。
　突合点検による査定分の調整　
①支払基金は突合点検の査定結果を医療機関へ連絡します。
②医療機関は突合点検の査定結果と処方箋の内容が不一致であった場合、支払基金へ
その旨を申し出ます。

③支払基金は不一致の申し出を受けて、薬局から処方箋の写しを取り寄せます。
④支払基金は突合点検の査定結果が、処方箋の内容が不適切であったことによるもの
か、または、処方箋の内容と異なる調剤を薬局が行ったことによるものかを確認（責
別確認）します。

⑤責別確認の結果、処方箋の内容が不適切であった場合は医療機関から、処方箋の内
容と異なる調剤を薬局が行った場合は薬局から、突合点検による査定分の調整を行
います。

医療機関から
調整した場合

支払基金 薬　局医療機関

突合点検調整額
連絡票

突合点検調整額
通知票

薬局から
調整した場合

突合点検調整額
通知票

突合点検調整額
連絡票

突
合
点
検
に
係
る
査
定
分
の
費
用
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日
本
医
師
事
務
作
業
補
助
研
究
会
は

８
月
５
日
、「
２
０
１
８
年
度
医
師
事

務
作
業
補
助
者
実
態
調
査
」
報
告
書
を

公
表
し
た
。
調
査
は
１
万
１
５
２
１
の

医
療
機
関
を
対
象
に
実
施
。
全
国
に
約

４
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
医
師

事
務
作
業
補
助
者
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

補
助
者
配
置
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

医
師
の
事
務
作
業
負
担
や
精
神
的
負
担

の
軽
減
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
加

え
、
医
師
の
残
業
時
間
の
改
善
に
も
資

す
る
と
の
回
答
も
少
な
く
な
い
（
良
く

な
っ
た
と
の
回
答
割
合
は
、
診
療
所
で

56
％
、
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算

の
届
出
有
り
の
病
院
で
49
％
）。

　

日
本
医
師
会
と
日
本
歯
科
医
師
会
が

推
進
し
て
い
る
「
み
ん
な
で
安
心
マ
ー

ク
」
事
業
で
認
証
を
取
得
し
た
医
療
機

関
等
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
強
化
し
て
い
る
旨

が
広
告
可
能
で
あ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
な
お
安
心
マ
ー
ク
を
発
行

し
た
医
療
機
関
等
の
リ
ス
ト
は
両
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

厚
労
省
は
８
月
17
日
、「
病
院
の
耐
震

改
修
状
況
調
査
の
結
果
」
を
公
表
し
た
。

昨
年
10
月
に
各
都
道
府
県
に
調
査
を
依

頼
し
、
そ
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
。

　

病
院
の
耐
震
化
率
は
76
・
０
％
で
、
平

成
30
年
調
査
の
74
・
５
％
か
ら
１
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
。
地
震
発
生
時
の
医
療
拠

点
と
な
る
災
害
拠
点
病
院
及
び
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
率
は
92
・
４
％

で
、
平
成
30
年
調
査
の
90
・
７
％
か
ら

１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

厚
労
省
は
８
月
25
日
、
地
域
医
療
構

想
の
実
現
に
向
け
て
国
に
よ
る
助
言
や

集
中
的
な
支
援
を
行
う
「
重
点
支
援
区

域
」
の
２
回
目
の
選
定
結
果
を
公
表
し

た
。
今
回
は
北
海
道
や
新
潟
な
ど
計
６

道
県
の
７
区
域
を
選
定
。
１
月
に
選
定

し
た
３
県
５
区
域
と
合
わ
せ
計
12
区
域

に
な
っ
た
。
重
点
支
援
区
域
は
随
時
募

集
し
て
お
り
、
都
道
府
県
か
ら
の
申
請

を
踏
ま
え
厚
労
省
が
選
定
す
る
。

　

厚
労
省
が
８
月
25
日
に
公
表
し
た

「
人
口
動
態
統
計
速
報
（
令
和
２
年
６

月
分
）」
に
よ
る
と
、
今
年
１
〜
６
月

の
死
亡
数
は
69
万
９
５
８
人
で
、
昨
年

同
期
の
70
万
７
２
１
１
人
と
比
べ
る
と

１
万
６
２
５
３
人
（
２
・
３
％
）
少
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
都
道
府
県

別
で
は
増
加
し
た
の
は
３
県
の
み
（
香

川
12
人
増
・
宮
崎
48
人
増
・
沖
縄
66
人

増
）
で
、
他
は
減
少
し
た
。

　

一
方
、
出
生
数
は
43
万
７
０
９
人

で
昨
年
同
期
よ
り
８
８
２
４
人
（
２
・

０
％
）
少
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
人

口
の
自
然
増
減
は
26
万
２
４
９
人
の
減

少
と
な
っ
た
。
昨
年
同
期
は
26
万
７
６

７
８
人
の
減
少
な
の
で
、
７
４
２
９
人

下
回
っ
た
。

　

厚
労
省
は
８
月
６
日
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関
す
る
指
針

の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催

し
、
４
〜
６
月
の
電
話
診
療
・
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
実
績
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
今
後
の
方
針
を
決
め
た
。

　

時
限
的
・
特
例
的
な
取
扱
い
は
当
面

の
間
継
続
す
る
が
、
特
例
措
置
の
要
件

の
順
守
を
徹
底
し
、
違
反
者
に
は
厳
正

に
対
処
。「
対
象
は
概
ね
同
一
の
二
次

医
療
圏
内
に
居
住
す
る
患
者
が
望
ま
し

い
こ
と
」
や
「
電
話
診
療
が
適
し
て
い

な
い
疾
患
（
湿
疹
な
ど
）
が
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
る
。
な
お
同
省
は

関
連
の
事
務
連
絡
を
８
月
26
日
に
関
係

団
体
に
発
出
し
た
。

　

厚
労
省
は
８
月
６
日
、
事
務
連
絡

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏

ま
え
た
医
業
若
し
く
は
歯
科
医
業
又
は

病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
関
す
る
広
告

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
た
。

MONTHLY
N O T E

マンスリーノート

医療保険等の動き

8        9
August September

医
師
事
務
作
業
補
助
者
の

配
置
効
果
な
ど
明
ら
か
に

8
月
5
日

【
医
療
】

４
～
６
月
の
実
績
を
検
証
し

今
後
の
方
針
を
決
定

8
月
6
日
【
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
】

「
み
ん
な
で
安
心
マ
ー
ク
」に

関
し
て
厚
労
省
が
事
務
連
絡

8
月
6
日

【
医
療
】

１
～
６
月
の
死
亡
数
は

昨
年
よ
り
も
２・３
％
減
少

8
月

25
日

【
人
口
】

耐
震
化
率
は
76・０
％

災
害
拠
点
病
院
等
は
92・４
％

8
月

17
日

【
病
院
】

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た

重
点
支
援
区
域
の
２
回
目
を
選
定

【
医
療
】

8
月

25
日
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
指
定

感
染
症
」（
２
類
感
染
症
相
当
）
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
新
た
に
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
、
現
状

や
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
在
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

直
近
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
「
引

き
続
き
、
継
続
的
な
患
者
発
生
数
や

再
拡
大
に
向
け
た
警
戒
が
必
要
な
状

況
」
で
あ
る
と
評
価
。
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
「
検
査
体
制
の
抜
本
的
な
拡

充
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
保
健
所

体
制
の
整
備
な
ど
に
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
９
月
４
日
、「
病
院
報
告

（
令
和
２
年
５
月
分
概
数
）」
を
公
表
し

た
。
病
院
の
①
１
日
平
均
在
院
患
者
数

と
②
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
、
今
年
最

も
多
か
っ
た
２
月
と
直
近
の
５
月
を
比

べ
る
と
、
①
在
院
患
者
数
は
１
２
３
万

９
１
９
０
人
か
ら
１
０
９
万
９
２
８
３

人
へ
と
13
万
９
９
０
７
人
（
11
・
３
％
）

減
少
。
②
外
来
患
者
数
は
１
２
５
万
１

２
１
７
人
か
ら
95
万
２
７
２
９
人
へ
と

29
万
８
４
８
８
人
（
23
・
９
％
）
も
減

少
し
て
い
る
。

増
加
し
た
。
２
・
４
％
増
を
診
療
種
別

に
み
る
と
、
入
院
２
・
０
％
増
、
入
院

外
２
・
０
％
増
、
歯
科
１
・
９
％
増
、
調

剤
３
・
６
％
増
。

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
延
患
者
数
に

相
当
す
る
受
診
延
日
数
の
伸
び
率
は

０
・
８
％
減
。
診
療
種
別
に
み
る
と
、

入
院
０
・
３
％
減
、
入
院
外
１
・
４
％

減
、
歯
科
０
・
３
％
増
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
今
年
３
月
の
概
算
医
療
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
１
・
２
％
減
。
内
訳
は
、
医
療

保
険
適
用
の
75
歳
未
満
が
３
・
０
％
減
、

75
歳
以
上
が
１
・
２
％
増
で
、
公
費
は

１
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
８
月
28
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
大
き
く
拡
大
し
た
場

合
に
備
え
て
都
道
府
県
が
新
た
に
策
定

し
た
「
病
床
・
宿
泊
療
養
施
設
確
保
計

画
」
を
集
計
し
公
表
し
た
。

　

全
国
計
を
み
る
と
、
新
規
感
染
者
数

の
ピ
ー
ク
は
１
日
当
た
り
２
７
８
８
人
、

最
大
療
養
者
数
は
３
万
６
５
５
６
人
、

う
ち
最
大
入
院
患
者
数
は
２
万
７
８
０

人
（
う
ち
重
症
者
２
９
２
８
人
）
と
推

計
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
確
保
す

　　

厚
労
省
は
「
循
環
器
病
対
策
推
進
基

本
計
画
（
案
）」
に
係
る
意
見
募
集
を

８
月
26
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
実
施
し

た
。
基
本
計
画
の
策
定
は
、
昨
年
12
月

に
施
行
さ
れ
た
「
健
康
寿
命
の
延
伸
等

を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の

他
の
循
環
器
病
に
係
る
対
策
に
関
す
る

基
本
法
」
に
よ
る
も
の
。

　

計
画
案
で
は
全
体
目
標
と
し
て
、
①

循
環
器
病
の
予
防
や
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
②
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
に
係

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
充
実
③
循

環
器
病
の
研
究
推
進
の
３
つ
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、｢

２
０
４
０ 

年
ま
で
に
３
年
以
上
の
健
康
寿
命
の
延

伸
及
び
循
環
器
病
の
年
齢
調
整
死
亡
率

の
減
少｣

を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
８
月
28
日
、
令
和
元
年
度

の
医
療
費
の
動
向
（
概
算
医
療
費
の
年

度
集
計
結
果
）
を
公
表
し
た
。

　

概
算
医
療
費
は
43
兆
６
千
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
２
・
４
％
（
約
１
兆
円
）

る
即
時
受
入
れ
が
可
能
な
病
床
数
は
２

万
７
３
５
０
床
（
う
ち
重
症
者
向
け
３

６
５
７
人
）、
宿
泊
療
養
施
設
居
室
は

２
万
１
１
３
９
室
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
９
月
２
日
、「
審
査
支
払

機
能
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の

初
会
合
を
開
催
し
た
。

　

論
点
と
し
て
、
①
審
査
結
果
の
不
合

理
な
差
異
の
解
消
②
支
払
基
金
と
国
保

連
の
シ
ス
テ
ム
の
整
合
的
か
つ
効
率
的

な
在
り
方
③
そ
の
他
（
規
制
改
革
推
進

会
議
の
指
摘
事
項
等
）
の
３
項
目
が
提

示
さ
れ
、
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

③
そ
の
他
で
は
、「
在
宅
審
査
の
在
り

方
」
や
「
レ
セ
プ
ト
の
更
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
推
進
等
」
が
例
示
さ
れ
た
。

計
８
回
ほ
ど
開
催
し
、
年
度
内
に
意
見

を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　

厚
労
省
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー

ド
」
は
９
月
２
日
に
会
合
を
開
き
、
新

感
染
拡
大
の
ピ
ー
ク
を
み
す
え
た

病
床
等
確
保
計
画
を
集
計
し
公
表

8
月

28
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

元
年
度
は
２・４
％
増
加
し
て

43
兆
６
千
億
円
に

8
月

28
日

【
概
算
医
療
費
】

循
環
器
病
対
策
推
進
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て
意
見
募
集

8
月

26
日

【
医
療
】

審
査
支
払
機
能
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
が
ス
タ
ー
ト

9
月
2
日

【
医
療
保
険
】

在
院
患
者
数
11
％
減
少

外
来
患
者
数
24
％
減
少

9
月
4
日

【
病
院
】

「
指
定
感
染
症
」と
し
て
の

今
後
の
在
り
方
を
Ｗ
Ｇ
で
検
討

9
月
2
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】
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令和2年6月審査分の審査状況（医科歯科計）

　令和2年6月審査分の原審査および再審査の状況と、それぞれの時系列推移の概要です。 
　原審査の査定件数は54万件（対前年増減率▲21.8%）、査定点数は2億3,967万点（同▲23.0%）となっています。
　一方、保険者からの申出による再審査の査定件数は17万件（同▲6.6%）、査定点数は5,658万点（同▲7.1%）
となっています。
　支払基金における審査状況の詳細は、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）からご覧いただけます。

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

請求 46,857,836 － ▲24.7 －
査定 538,702 115.0 ▲21.8 3.8

単月点検分 356,228 76.0 ▲24.4 0.4
突合点検分 110,434 23.6 ▲2.2 29.8
縦覧点検分 72,040 15.4 ▲31.3 ▲8.8

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

101,484,455,347 － ▲14.0 －
239,668,576 23.6 ▲23.0 ▲10.4
196,115,463 19.3 ▲21.8 ▲9.0
23,485,876 2.3 ▲26.5 ▲14.5
20,067,237 2.0 ▲29.5 ▲18.0

●原審査

●再審査

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

保
険
者

原審どおり 682,380 105.1 38.9 36.9
査定 172,127 26.5 ▲6.6 ▲7.9

単月点検分 90,893 14.0 3.4 1.9
突合点検分 23,407 3.6 ▲46.7 ▲47.5
縦覧点検分 57,827 8.9 10.4 8.8

審査返戻 3,175 0.5 18.2 16.4
医
療
機
関

原審どおり 19,501 3.0 29.7 27.9
査定 9,790 1.5 27.8 25.9

資
格
返
戻
等

資格返戻 91,313 19.5 ▲12.9 15.6
事務返戻 16,611 3.5 0.4 33.4
その他 41,525 8.9 ▲10.5 18.9

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

－ － － －
56,579,893 4.5 ▲7.1 ▲10.6
30,211,940 2.4 1.1 ▲2.8
5,569,644 0.4 ▲52.6 ▲54.4

20,798,309 1.7 8.1 4.0
48,077,811 3.9 ▲2.2 ▲6.0

－ － － －
14,148,876 ▲1.1 13.3 8.9

301,182,711 29.7 ▲6.0 9.4
77,401,897 7.6 2.2 18.9

638,009,702 62.9 ▲3.9 11.8

用語の説明
請　　求 医療機関から請求があったレセプトのうち、保険者等へ請求したもの
原 審 査 医療機関から請求があったレセプトに対する審査
再 審 査 原審査後のレセプトに、保険者又は医療機関が再度の審査を申し出たものに対する審査
査　　定

原審査 原審査において査定したもの
再審査 再審査の結果、診療内容について保険者又は医療機関からの申出により査定したもの

単月点検 明細書１件単位の審査

突合点検 医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した審査
（医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した結果、査定となった調剤レセプトの件数・点数を含む）

縦覧点検 複数月単位の審査（入院レセプトと外来レセプトを照合した審査＝入外点検を含む）
資格返戻 保険者から受給資格がないとの申出があり、医療機関に返戻照会したもの
事務返戻 保険者からの申出のうち、事務内容について医療機関に返戻照会したもの
そ の 他 医療機関からの取り下げ依頼等によるもの
請求1万件（点）当たり件数（点数）

原審査 原審査請求件数（点数）に対する原審査査定件数（点数） のもの
再審査 4 ～ 6か月前平均原審査請求件数（点数）に対する再審査査定件数（点数） のもの

※記号の説明    「－」は掲げる計数がないもの、「▲」は負数のもの

（件）

（件）

（点）

（点）

支払基金における審査状況

トップページ → 統計情報 → 審査統計支払基金 検 索
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原審査請求件数・点数の推移（医科歯科計）

原審査査定件数・点数の推移（医科歯科計）

請求件数

請求１万件当たり原審査査定件数

請求点数

請求１万点当たり原審査査定点数

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

（万件）

6,093

6,223

4,844

6,995

6,203

6,800

7,200

4,800

5,200

5,600

6,000

6,400

4,400
4,686

対前年増減率 ▲24.7%
対前月増減率   ▲3.3%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

（件）
150.0

80.0

103.0

125.5

110.8

103.9 対前年増減率   ＋3.8%
対前月増減率 ＋11.6%

86.4

115.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

（件）

33.0

28.8

13.3

31.6

30.1

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

15.0

10.0

26.5

対前年増減率   ▲7.9%
対前月増減率 ＋99.0%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

（億点）

1,181

1,020

1,152

1,280

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,245

1,015

対前年増減率 ▲14.0%
対前月増減率   ▲0.5%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

（点）

26.4

16.8

28.2

25.7

26.2

16.3

23.6

対前年増減率 ▲10.4%
対前月増減率 ＋40.5%

32.0

30.0

28.0

26.0

24.0

22.0

20.0

18.0

16.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
審査月

4月

（点）

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

3.5

3.0

5.1

3.1

6.3

5.8

対前年増減率 ▲10.6%
対前月増減率 ＋48.7%

6.0

4.5

再審査査定（保険者）件数・点数の推移（医科歯科計）

請求１万点当たり再審査査定点数請求１万件当たり再審査査定件数

令和2年度     　　　令和元年度　　　　 平成30年度
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H28
6月

H29
6月

H30
6月 4月

R1
6月 6月7月 8月 9月 10月 11月 12月

（百万件） （十億円）
1,250

1,200

1,150

1,100

1,050

1,000

950

900

850

800

750

110

105

100

95

90

85

80

75

70

65

60

55

50
R2
1月 2月 3月 5月

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

金額 前月比 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比
百万円 ％ ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

協会けんぽ 457,397 113.8 97.6 318,852 96.0 51,060 102.3 84,308 100.6 1,461 90.9 1,717 124.2 
船員保険 1,509 110.6 95.4 1,087 93.3 145 107.1 265 98.9 8 85.1 4 111.3 
共済組合 77,500 111.2 94.2 52,558 92.6 9,516 101.1 14,884 95.3 207 89.3 335 124.4 
健保組合 271,400 115.2 93.4 183,424 91.8 34,860 98.9 51,355 95.5 681 88.1 1,080 122.2 
医療保険合計 807,807 114.0 95.8 555,920 94.2 95,582 100.9 150,812 98.3 2,357 89.9 3,136 123.5 
各法合計 212,271 104.9 97.5 152,973 96.6 9,159 95.4 38,058 98.1 5,772 96.1 6,309 125.7 
総計 1,020,078 112.0 96.1 708,894 94.7 104,741 100.4 188,870 98.3 8,129 94.2 9,445 125.0 

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

件数 前月比 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比
千件 ％ ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％

協会けんぽ 36,100 116.5 90.0 18,996 89.0 5,379 91.6 11,695 90.9 259 86.8 30 114.4 
船員保険 101 117.3 91.5 54 90.4 14 93.3 34 92.6 1 88.2 0 97.6 
共済組合 7,230 114.8 85.9 3,806 84.5 1,119 91.8 2,299 85.4 43 84.5 6 117.0 
健保組合 24,105 118.7 84.4 12,525 83.1 3,888 89.3 7,672 84.2 141 83.1 20 111.5 
医療保険合計 67,535 117.1 87.5 35,381 86.3 10,400 90.8 21,699 87.9 445 85.4 56 113.6 
各法合計 15,449 117.4 82.0 8,140 81.0 1,634 87.0 5,562 81.7 168 93.1 113 115.9 
総計 82,984 117.1 86.4 43,521 85.3 12,033 90.2 27,260 86.5 613 87.4 169 115.2 

（注1）数値は、突合点検による原審査結果を反映したものである。
（注2）百万円未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。

（注1）合計欄は、食事・生活療養費を除く件数とその対比である。 
（注2）千件未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。

　令和2年6月診療分は前月と比べ確定件数、金額とも増加しました。前年
同月と比較して、4月診療分以降、大幅な減少が続いていましたが、6月診療
分ではその減少幅が縮小しています。
　確定件数は総計で8,298万件であり、前年同月比では、総計は▲13.6%、
医療保険分は▲12.5%、各法分は▲18.0%となっています。
　また、確定金額は総計で1兆201億円であり、前年同月比では、総計は
▲3.9%、医療保険分は▲4.2%、各法分は▲2.5%となっています。

診療報酬等確定件数・金額の月別推移

確定件数および金額の状況 診療報酬等
確定状況と
諸率の推移

種別

管掌別

管掌別

種別

件数（令和2年6月診療分）

金額（令和2年6月診療分）

　確定件数・金額とは、保険
医療機関が提出した診療報酬
等明細書（レセプト）につい
て、審査決定後に保険者等へ
の請求が確定した件数および
金額です。

　医療保険とは、全国健康保
険協会管掌健康保険、共済組
合および組合管掌健康保険の
被用者保険分です。
　また、各法とは、公的扶助、
社会福祉および公衆衛生等に
おける公的負担医療分です。

総計       9,602万件
医保 　　7,718万件
各法　　 1,884万件

総計　   8,298万件
医保 　  6,753万件
各法　   1,545万件

総計  　1兆201億円
医保　　  8,078億円
各法　　  2,123億円

総計 　1兆609億円
医保  　  8,432億円
各法  　  2,177億円

金額
（右目盛）

件数
（左目盛）
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55,000

48,000

49,000

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月）

（点）
56,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月）

（点）

1,125

1,150

1,175

1,200

1,225

1,250

1,275

1,300

1,100

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月）

（点）

1,070

1,090

1,110

1,130

1,150

1,170

1,190

1,210

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月）

（点）

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

　　　令和2年度　　　 令和元年度　　　 平成30年度

※診療報酬等確定状況の詳細は、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）
　【トップページ → 統計情報 → 確定状況】で、ご覧いただけます。

　おおむね医療費の単価と見なせる1件当たり点数の推移について、医療保険分に係る診療種別（医科・歯科・
調剤）ごとに示しています。

1件当たりの点数の推移（医療保険分）

医科入院外

調剤

医科入院

歯科入院外

１件当たりの点数…レセプト点数をレセプト件数で除した、レセプト1件当たりの平均点数
　　　　　　　　　【算出方法：レセプト点数÷レセプト件数】

件数… １か月ごとに提出されるレセプト1枚を1件とし、同一月内に入院および外来で受診した場合は、入院
で１件、入院外で1件として各々計上

点数…レセプト1件ごとの診療行為、医薬品等の点数の合計

当月　　　54,279点
前年同月　51,225点

（前年同月比+6.0％）

当月　　　1,277点
前年同月　1,145点

（前年同月比+11.5％）

当月　　　1,204点
前年同月　1,111点

（前年同月比+8.3％）

当月　　      944点
前年同月　　848点

（前年同月比+11.3％）
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支払基金が受託している
医療費助成に係る事業内容の更新

　福島県、東京都、高知県および大分県の一部市町村が実施する医療費助成事業の審査支払事務（被用者保険分）

を受託しました。

　また、北海道、青森県、茨城県、神奈川県、福井県、大阪府および大分県の一部市町村が実施する医療費助

成事業の事業内容に変更がありました。

　なお、これまでに受託している医療費助成事業の詳細につきましては、支払基金ホームページよりご覧くだ

さい。

医療費助成事業に係る審査支払業務の受託状況（令和 2年 10月現在）

主な 3 事業について、全市町村分を受託

主な 3 事業について、一部事業又は一部市町村分を受託

主な 3 事業は未受託であるが、それ以外の事業で全市町村分又は
一部市町村分を受託

未受託

※主な 3 事業とは、乳幼児医療・ひとり親家庭医療・重度心身障害者医療
　それ以外の事業とは、特定疾患治療・小児慢性特定疾患治療・老人医療など
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左の2次元バーコードから支払基金のホームページにおいて医療費助成事業につ

いて掲載しているページをご覧いただくことができます。

また、次の手順でも同じページをご覧いただけます。

トップページ → 事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業

支払基金ホームページ  https://www.ssk.or.jp/ 支払基金
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

8月  3日 　令和2年5月診療分の件数が前年同月比で24.2%減少
8月25日 　8月定例記者会見を開催

議　題
　１　議事
　　⑴　公益代表役員の選任（案）
  　 ⑵　令和2事業年度医療機関等情報化補助関係特別会

計収入支出予算等の一部変更（案）
　　⑶　理事長特任補佐の選任（案）

　２　報告事項
　　⑴　役員選任の認可
　　⑵　参与の選任

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

8月  3日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新
  統計情報に確定状況及び収納状況（令和2年5月診療分）を追加
  統計月報（令和2年5月診療分）を掲載
  オンラインによる再審査等請求に係る接続試験用レセプトのサンプルデータを更新
8月  4日 令和2年7月豪雨に関するお知らせを更新掲載
8月  5日 保険者の異動について（2020年7月分）を掲載
8月  6日 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせを更新
8月  7日 月刊基金「令和2年8月号」を掲載
8月11日 令和2年9月30日をもって経過措置期限を迎える診療行為に係る基本マスター（医科診療行為・歯科診療行為）

の新設予定コードを掲載
8月18日 保険者との契約状況を更新
8月25日 理事会議事録を掲載
  令和2年6月審査分審査状況を掲載
8月27日 役員名簿を更新
  未コード化傷病名コードで記録した傷病名に係る対応コードについて資料を掲載

8月理事会は24日に開催され、議題は次のとおりでした。
　　⑶　公益代表役員の公募
  　 ⑷　令和2年7月豪雨に伴う被災医療機関等の概算請

求に係る確定状況等
　　⑸　令和2年5月診療分の診療報酬等概算前払の精算

状況
　
　３　定例報告
　　⑴　令和2年6月審査分の審査状況
　　⑵　令和2年8月審査分の特別審査委員会取扱状況
　　⑶　令和2年7月理事会議事録の公表

新職名	 	 前職名	
本　部　理事長特任補佐 屋敷　次郎 本　部　審議役

　〃　　審議役 高井　宏和 　〃　　経営企画部長

　〃　　経営企画部長 小園　英俊 　〃　　企画調査役

●令和2年9月1日付
支払基金の人事異動

新職名	 	 前職名	
本　部　医療情報化推進役 末岡　隆則 厚生労働省大臣官房付

●令和2年9月3日付

新職名	 	 前職名	
本　部　審議役 山崎　章一 本　部　システム部長

　〃　　システム部長 富田　宏之 　〃　　番号制度情報管理部長

　〃　　番号制度情報管理部長 小川　一実 　〃　　番号制度情報管理部次長

　〃　　番号制度情報管理部次長事務取扱 小川　一実 　〃　　番号制度情報管理部長

●令和2年9月10日付

退職・退任等	 	 前職名	
辞　職　	 佐藤　裕一 本　部　審議役

●令和2年9月9日付



月刊基金2020年10月 定  価 250 円
（税・送料込）

発行／令和 2 年 10 月 10 日　発行責任者／三好　昌武　　編集責任者／那須野　清
発行所／社会保険診療報酬支払基金　東京都港区新橋 2-1-3　03（3591）7441   https://www.ssk.or.jp/

社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 広報室 広報課
TEL：03-3591-7441　内線：753・755　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生

した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の

基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報

③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。

Q3
登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。 Q4

メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。
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